
 

 

Real-Time 2014 国際会議報告 
能町正治 

 
 
 

1 Real-Time 2014 国際会議の概要 

 Real-Time国際会議はコンピューターを用いた放射線計測

の国際会議で，IEEE（the Institute of  Electrical and Elec-

tronics Engineers）が 2 年に 1 回開催しています。FPGA に

よる読み出し回路から，オンラインソフトウエアについて

の発表が行われています。会議は IEEE の下部組織である

Nuclear and Plasma Sciences Society(NPSS)の CANPS 委員会 

(the Computer Applications in Nuclear and Plasma Sciences 

committee)が技術委員会として運営を行います。日本からは

能町（大阪大）伊藤（KEK）が参加しています。Real-Time 

国際会議は第 17 回が 2010 年にリスボンで，第 18 回が 2012 

年6月にカリフォルニア州バークレーでおこなわれました。

今回，第 19 回を 2014 年 5 月に日本（奈良市）で行いまし

た 1。 

 

2 Real Time 2014 国際会議の運営 

 会議は IEEE と大阪大学 RCNP・KEK 素核研・理研仁科

センターがMOUを取り交わし行われました。会議のGeneral 

chair は阪大 RCNP・能町が，General co-chair は KEK 素核

研・伊藤，理研仁科センター・市原がつとめました。Local 

Organizing Committee は阪大 RCNP・味村（Chair）・菅谷・

その他がつとめました。プログラム委員は CANPS 委員に

加え，味村（RCNP），中尾（KEK），市原，馬場（理研）が

加わっています。 

図 1 Real Time 2014 集合写真 

 

3 会議の内容 

 会議は奈良県新公会堂で行われました。日程は 5月 26日

1 http://rt2014.rcnp.osaka-u.ac.jp 

から 31 日までの 5 日間行われました。日本からは 47 名，

以下中国の 27名，ドイツの 25名と続き 21ヵ国 210名が参

加しました。図 1 は会議の集合写真です。会議には 232 の

abstract submission がありました。すべて plenary talk で 51

の oral presentation，155 の poster presentation が行われまし

た。 Poster のうち 88 は mini oral presentation が行われまし

た。Mini oral は 2 分間の oral presentation ですが，質問や議

論をポスター会場で行うための導入として非常に有用なも

のです。また，招待講演として Belle II 実験・J-PARC 実験・

医学利用における Real Time System などの紹介が行われま

した。図 2 に会場の風景をのせます。 

 

 

図 2 発表風景 
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 26 日から 28 日に行われた企業展示では 10 社の参加を得

ました。また，会議に先立ち 25 日には Short Course と次世

代計測バスである xTCA に関する Tutorial/Workshop が行

われました。図 3 にプログラムを示します。 

 会議では学生の発表の中で優れた学生が表彰されます。

今回は大阪大学の杉山君がもっとも優れた発表として表彰

されました。 

 

4 経費 

 研計委において認められた予算はポスター印刷代・会場

費の一部や事務経費などに用いました。KEK 素核研・理研

仁科センターからも会場費の一部の補助を受けています。

また奈良ビジターズビューローからも援助を受けました。 

 

5 謝辞 

 国際会議は核物理研究センターの皆さんの多大な協力に

より無事終える事ができました。また，国内外の関係者の

協力が不可欠でした。奈良ビジターズビューローはじめ開

催地奈良の協力は心強いものでした。すべての協力に感謝

します。 

 次回のReal Time国際会議は 2016 年にイタリアの Padova

で開催されます。是非，これらへ参加いただければと思い

ます。 

 
         

  

  


